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２０１７年３月１８日

福島イノベーション・コースト構想シンポジウム

～世界が瞠目する浜通りの再生を目指して～

相馬市で展開するスマートコミュニティ事業，

福島復興実用化開発等促進事業における取組み

株式会社ＩＨＩ 代表取締役副社長

石戸 利典
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１．はじめに（会社紹介）

会
社
概
要

創 業： １８５３年
従 業 員： ２９，４９４人（連結）
事業内容： 「技術を持って社会の発展に貢献する」を経営理念として、
資源・エネルギー・環境、社会基盤・海洋、産業システム・汎用機械、
航空・宇宙・防衛の事業領域に取り組む。
福島県相馬市には、航空エンジン等の生産拠点がある。
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震災直後の相馬工場集会 2011年3月
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２．活動紹介

年度
平成27

(2015)

平成28

(2016)

平成29

(2017)

平成30

(2018)

『新しい東北』先導モデル事業

（H27年度 復興庁公募）

スマートコミュニティ構築事業

H28-30年度 経産省エネルギー庁
（新エネルギ導入促進協議会）

福島復興実用化開発等促進事業

（H28-30年度 福島県公募）

先導モデル事業のグランドデザイン

マスタープラン策定 スマートコミュニティ構築事業

基本設計・計画

調達・製作・建設基礎研究・基本設計

実証試験

実践運用

調達・製作・建設
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共同で「CO2フリーの循環型地域社会」を創造

日本初の先進的な再生可能エネルギーの地産地消を実践、地域主導の新た
な自律事業モデルを創出し、復興から再生に向けた新しいまちづくりの起爆剤
となる、持続性のある地産地消型スマートコミュニティの構築を目指します。

Copyright © 2017 IHI Corporation All Rights Reserved.

水素を活用したCO2フリーの循環型地域社会創り

平成27年度 復興庁
「新しい東北」
先導モデル事業

相馬市・㈱IHI・福島大学
(福島県，産総研 他協賛)

相馬市の思い IHIの思い

相馬市マスタープラン2017 （平成28年12月策定）

━新生そうま━
5.明日の”相馬っ子”人づくり
6.相馬の元気復活産業づくり
7.より強固な防災体制
8.震災を乗り越えた相馬の
新しい顔づくり

相馬市復興計画 Ver.2.3

３．水素を活用したCO2フリーの循環型地域社会創り

キーコンセプト

● 再生エネの地産地消
● 防災機能の充実
● 地域活性化につながる

事業展開
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（１）相馬市 ＣＯ２フリーのスマートコミュニティ実践モデル

 地域エネルギーマネージメントにより太陽光電気の地産地消
 一般送電系統に送れない太陽光電気を水素，熱に転換し有効利用（ＣＯ２フリー）
 将来の水素研究機関（オープンイノベーション），水素関連産業の誘致の起爆剤

余剰電力地産地消

一般送配電網
へ送電ゼロ

地域の需要家
（下水処理場等）

下水汚泥乾燥
バイオ燃料製造

アンモニア
メタン等に
転換・貯蔵

太陽光発電

災害時の
燃料電池発電

燃料電池車

×

地域の
エネルギー
マネージメント

蓄電池
水素

水電解・貯蔵

熱

蒸気化・貯蔵

地域復興実用化開発
（福島県H29年度公募）

地域復興実用化開発
（福島県H29年度公募）
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スマートコミュニティー事業実践エリア（１／２）
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スマートコミュニティー事業実践エリア（２／２）

凡 例

ｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆﾃｨ事業

福島復興実用化開発

水素利用研究開発
（ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ）

先進型
太陽光発電事業

大容量
蓄電池

下水汚泥乾燥
バイオ燃料製造
実用化開発

オープンイノベーション事業
( 水素利用研究エリア)

地域エネルギー
マネジメント事業

特定送配電
(小売供給含)事業

災害対応事業
復興交流センターへ
自営線で電気供給

将来企業
誘致予定地

場所：
相馬市 光陽2丁目
中核工業団地東地区

所有者：相馬市
相馬市より無償貸与

広さ：
5３,000m2

水電解最適制御実
用化開発

水素貯蔵

交流広場

水素ステーション

水素自動車

計 画 中

小売電気事業
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燃料電池発電

自営線

自営線
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（２）スマートコミュニティ構築事業
～地域のエネルギーマネージメント

注） CEMS ：Community Energy Management System

JEPX ： 日本卸電力取引所

スマコミ
事業エリア

市街地

先進的な太陽光電力の地産地消

再生エネルギ電気使用拡大

①下水汚泥乾燥：余剰電力→蒸気

②水電解水素製造：余剰電力→水素

先進
太陽光発電

既存の
太陽光発電

③蓄電池

 スマコミ事業エリアでは，太陽光発電量の変化に応じて，余剰電力を下水汚泥乾燥用蒸気，
研究設備用水素に転換して貯蔵，また残りは蓄電池に蓄電するｴﾈﾙｷﾞﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄで地産地消
を実現する。

 市街地では既存の太陽光電力を仕入れ，市関連設備の再生エネ電力使用比率拡大を図る。

自営線

一般送配電線

ＣＥＭＳ
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スマコミ事業

(データインタフェース)

太陽光余剰電力を活用する水素製造システム

受電 水電解設備 水素貯蔵

太陽光発電 蓄電池

自営線

エリアの需要家

太陽光余剰電力を活用する汚泥乾燥

電気ボイラ 乾燥機ｱｷｭﾑﾚｰﾀ

熱に変換し， 地消する。蓄熱し，

電解
制御

低コストで水素
に変換し， 貯蔵する。

受電

型式の異なる
電解装置の
最適負荷制御

 一般電力系統に接続できない
余剰電力の有効利用技術の実
用化開発を行う。

 今後，太陽光発電抑制にとも
ない増加する余剰電力の有効
利用技術として，他地域への
展開も視野に入れる。

（３）余剰電力活用のための地域復興実用化開発
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（４） 水素先進利用技術のオープンイノベーション

技開本部重点研究テーマ

【水素先進利用研究に適した研究インフラ】

 水素製造・利用も含めた形で、再生可能エネルギーの有効利用技術を実証
 水素供給インフラが整備され，長時間の水素関連実証試験が可能に

【地域貢献】

 水素関連の研究（ＩＨＩの例は下図参照）を，あらゆる研究機関・企業と共同で行える
オープンイノベーションの場を提供することにより地域の活性化が期待できる。

ＩＨＩ 研究開発候補（例）
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＜目標仕様＞
１０ｋｇ程度の救援物資を、
５ｋｍ圏内への場所へピストン輸送

 ミッションと目標仕様

＜ミッション＞
救援物資の集積場所にある「不定形の段ボールに入った備蓄物資や支援物資」を、
道路が寸断されるなどして孤立した「狭い場所や障害物のある場所へ、安全かつ
人手をかけずに輸送する」。

注）救援物資の輸送元にはオペレータが必要であるが、被災者のいる輸送先での人員は不要とする。

４．災害救援物資輸送ダクテッド・ファンＵＡＶについて （１／２）

災害救援物資を輸送する

無人自律飛行・垂直離着陸機
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（２）物資保持機構
の開発

（１）機体の開発

（３）組合せシステム
試験および
運用試験

機体要素および
物資保持機構
の開発

Ｈ２８年度（１年目） Ｈ２９年度（２年目） Ｈ３０年度（３年目）

機体および
物資保持機構の試作
組合せシステム試験

運用試験
設計改善活動 福島ロボットテスト

フィールドを活用。

福島イノベーション・コースト構想「地域復興実用化開発等促進事業」で実用化開発

 開発日程

 開発内容

※南相馬市
協栄精機に委託

浜通り地域の企業様に
ご支援をお願いしたい

４．災害救援物資輸送ダクテッド・ファンＵＡＶについて （２／２）
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５．地元浜通り地域の皆さまにお願いしたいこと（１／２）

設備運転・保守・研究サポート

機械据付・電気計装工事

 地元浜通り地域の企業様にご支援をお願いしたいこと

設備試運転サポート

 人材育成機関様やアカデミア様にお願いしたいこと

水素活用社会に向けたオープンイノベーションへの参画

プラント土木・建築工事

公的資格者派遣（ボイラ，電気関係）

スマートコミュニティ構築事業

 相馬市で展開する事業，実用化開発

下水汚泥処理システム開発

水素製造システム開発

送配電設備設置工事

水素先進利用技術開発
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試験のデータ計測・解析
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５．地元浜通り地域の皆さまにお願いしたいこと（２／２）

制御システム開発・技術サポート

機体・エンジン・機器等の組立・整備

 地元浜通り地域の企業様にご支援をお願いしたいこと

機器開発・技術サポート

 人材育成機関様やアカデミア様にお願いしたいこと 機体・機器、制御システム開発

 試験時の組立・データ計測・解析

 実用化開発の推進に係る業務

 地元浜通り地域の企業ほか皆さまのご支援をお願いしたい。

人材輩出
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相馬工場を世界一のジェットエンジン工場として引き続き発展させると
ともに，スマートコミュニティ事業と実用化開発を通じて，世界に通じる
最先端の再生可能エネルギー活用モデルとＢＣＰ対応技術を実証し，
末永く福島県浜通り地域の活性化に貢献していく所存です。

地元浜通り地域の企業ほか皆さまのご支援をお願い申し上げます。

ご清聴ありがとうございました。


